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音友レコード倶楽部
レコードコンサートのプログラムは
●Jazz Date「ジャズファンの集い」
●持ち寄りタイム
「持参レコード/ＣＤを楽しむ集い」
2023年8月5日（土）
13：15開場/13：30開演
参加費：￥1,500 ※高校生以下￥500
川崎市国際交流センター
レセプションルーム
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副島雄二（そえじまゆうじ）：ベース奏者
197８年東京出身｡ウッドベースにはじめて触れた
のは 1２歳。中高はオーケストラ、大学ではビッグ
バンド中心の大学生活を送る｡卒業後も大学時代
の仲間とピアノトリオからビッグバンドまで様々な
形式のバンドでライブハウス､結婚式､ビアガーデ
ンなど幅広いシーンでの演奏を経験。201８年に
｢Good Neighbors Big Band｣を立ち上げ｡バン
ドマスターとして都内ライブハウスでの演奏に加
え､かわさきジャズ、元住吉ミュージック･フェスティ
バルなど地域のイベントにも積極参加し活動中。
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そして音楽の旅は続く

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム「NEARNESS OF YOU/星乃けい」、
2006年12月20日「IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい」をＬＰ、ＣＤでリリース。 オーディオファン、
ジャズファンから高く評価支持される。

「おとな倶楽部/西郡よう子」
officialwebsite

https://www.hoshinokei.com

　クルーズ船に乗るために成田空港
からアトランタを経由してパナマに到
着。スペイン語はまったく分からない
のに入国ゲートで止められて大騒ぎ
をした後、パナマのホテルで一泊、翌
日には乗船をしてショーのお仕事が
スタートします。大きなクルーズ船な
ので揺れは少ないのですが、それで
も揺れる場所で立って唄うのはけっこ
う難しかった～。映画『海の上のピア
ニスト』のように、ピアノがステージに
固定されていたので、ピアノにしがみ
ついて唄うことになっちゃって、今思え
ば少し変だったかもしれませんね。で
も、転ぶわけにもいかないし。とにか
く精一杯がんばって唄ってきました。
この旅にはお仕事以外でも心に残る
たくさんの思い出があります。360°陸
地の見えない太平洋で見る南十字星
や満天の星空、日本では見たことのな

にも素晴らし曲が星の数ほどありま
す。結局、古い曲からユーミンの曲ま
での中からと、自分のオリジナル1曲
をピックアップしました。選曲につい
ては、ちょっと手探り感がありますが、
須古さんにお願いして本当に良かっ
たと大満足です。「おとな俱楽部/西郡
よう子」は配信のみでの販売ですが、
よろしければ聴いてみてくださいね。
最近は80年代の音楽が流行っている
ので、私の若いころのアルバムも発売
されてて不思議な気分です。私が音
楽の旅を続けて50年近くなりますが、
また日本語の歌を唄うなんて、50年で
1周して戻って来た感じです。でも今
は、ジャズという楽しいお友達が一緒
です。

い品物を売っているコスタリカの市
場、クルーズ船でゴールデンゲートブ
リッジをくぐる時は橋に手が届きそう
でした。「思い出のサンフランシスコ」
を唄いたいなぁと思いながら、下船す
るために寄ったサンフランシスコに
残って、西海岸の音楽を満喫したかっ
たけれど、それは次回のお楽しみとい
うことで成田に向かいました。いつか
お客様としてのんびりと乗船できる日
がきますように！
　さて、帰国後もこれまでと同じ様に
コツコツとLIVE修行を続けています
がある日、ふっと日本語の歌を唄いた
くなってしまいました。私は元々がシ
ンガーソングライターで日本語の歌
手ですが、あちこちと音楽の旅をして
いるうちにJAZZに巡り合いました。も
しかしたらJAZZのように自由な雰囲
気で日本語の歌を唄うと気持ちいい
かもしれないと思ったのです。思い描
いたのは、アコースティック・ギターだ
けで、色んな物を削ぎ落したスッキリ
とシンプルな感じ。「おとな倶楽部/西
郡よう子」というアルバムをレコー
ディングしました。アレンジも演奏も
協力してくれたギタリスト須古典明さ
んはジャズ・ボサノバ・ポップスも何
でもこなす素晴らしい名手です。繊細
なグッとくる感性もたまらなくて、LIVE
ではよく弾いていただきました。いち
ばんの悩みは選曲でした。ジャズのス
タンダードソングと同じように、日本

音友レコード倶楽部ＰＲ動画！
「音友レコード倶楽部」を
わかりやすく説明したＰＲ動画を是非ご覧ください。

常連の参加者との共同製作です。
撮影、編集はギター奏者の永瀬晋が担当。
新規参加の前に、ぜひご覧ください。
YouTube配信中。

ジャズボーカリスト

星乃けい

チャーリー・パーカーの流れを汲み“レディ・バード”のニック
ネームを持つ女性アルト・サックス奏者そしてヴォーカリスト
のヴァイ・レッド。彼女が残した僅か２枚のリーダー・アルバ
ムは共演する一流プレイヤーたちの顔ぶれも素晴らしく「幻
の名盤」と言われています。バップ・スピリット溢れるプレイ

川崎市国際交流センター

●プロフィール：ヴァイオリン、ギター、チェロ
のアンサンブル。
珍しい組み合わせだからこそできる掛け合い
や調和、融合を大切に、老若男女問わずに楽
しめる様々なジャンルの曲を演奏している。

●日時：2023年8月24日（木）
１2：00開場／１2：10開演／１2：40終演予定
●場所：川崎市生涯学習プラザ・１Fロビー
●料金：無料
●出演：Les cerisiers（レ・スリジエ）

第127回 ランチタイム・ロビーコンサート

2023 インターナショナル フェスティバル in カワサキ

川崎市生涯学習プラザ ●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室 総務係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5560
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28－41 

●予定曲
ムーンリバー
シャレード
ひまわり
ポルウナカベーサ
ニューシネマパラダイス

（03）

◎開催日時：8月5（土）
　開場:1３時15分/開演:13時30分/閉会:16時30分
◎開催会場：川崎市国際交流センター・レセプションルーム
　※ソフトドリンク等の持ち込み可
◎参加費：1,500円  ※高校生以下￥500
　※次回9月10日（日）を予定しています。
　　詳細はＨＰをご覧ください。
　※手の消毒、マスクのご持参をお願いします。
　※音友レコード倶楽部ＰＲ動画配信中
　※詳しくは「音友会」のホームページからお問い合わせください。
　　http://ontomo.jp

２0２3年8月5日（土）  Jazz Date「ジャズファンの集い」のプログラム

●お問い合わせ
川崎市国際交流協会
TEL 044-435-7000
FAX 044-435-7010
E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
ホームページ https://www.kian.or.jp 
川崎市中原区木月祗園町2-2
元住吉駅から、徒歩10分

8月5日は「ジェフ・ポーカロの命日」
ロックバンドTOTOのリーダーでありドラマーであったジェ
フ・ポーカロ。彼はセッション・ミュージシャンとしてスティー
リー・ダンのツアーを始めとし、数多くのレコーディングに参
加しました。父はジャズ・ドラマーとして著名なジョー・ポーカ
ロです。代表曲「ロザーナ」における「ハーフタイム・シャッフ
ル」と呼ばれるリズムパターンは、さまざまなドラマーを研究
して自らのプレイに取り込んだ結果生みだされた奏法と言
われています。1992年8月5日、自宅の庭で殺虫剤を散布
後にアレルギーで心臓発作を起こし38歳で急死しました。

●ヴォーカルとアルト・サックスの二刀流、ヴァイ・レッド

連載47

担当：白仁田一浩
と何ともソウルフルなヴォーカル
が詰まった「Bird Call」そして
「LADY SOUL」、この２枚のアル
バムの魅力をじっくりと聴いてい
きます。

▲Bird Call/VI REDD

多くの方々のレコード、ＣＤが楽しみながら聴ける「持ち寄りタイム」の時間を増やしました。
「持ち寄りタイム」はノンジャンルです。コレクション、秘蔵音源がありましたら是非、お聴かせください。

●持ち寄りタイム「持参レコード／CDを楽しむ集い」
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tvk( 神奈川テレビ )の人気番組
｢猫のひたいほどワイド｣で紹介された
音楽好きな友の会 (音友会 )が
ボランティアさんをさがしています。
「元住吉駅」を中心に地域交流でレコード鑑賞やライブ演奏を
楽しむ「音楽好きな愛好会」が活動しています。
レコード鑑賞は懐かしい「アナログの音」で皆さんと一緒に会場
作りをしながら楽しみ、演奏会は「楽器本来の音を聴いて欲し
い」と、Ｐ Ａ は最小限で。「元住吉ミュージック・フェスティバル」
を開催。そして情報フリーペーパー「Ｍマガジン」を毎月発行、
地域の音楽情報や読み物を記載しています。

詳しくは｢音友会｣のホームページから
お問い合わせください。

http://ontomo.jp

募
集

募集❶  レコードコンサートの受付係
●受付担当：２名（継続可能な方希望）
●催事名：音友レコード倶楽部
●場所：川崎市国際交流センター レセプションルーム
●開催日時：毎月１回（土曜または日曜）
　１2:30～14:00

募集❷  Ｍマガジンの支援スタッフ
●自宅で「Ｍマガジン」原稿の校正。（継続可能な方希望）
●方法：メールによる原稿チェック。（対面も有り）
●その他､取材､配布､写真撮影等のお手伝い。

元住吉ミュージック･フェスティバル
開催準備及び実施スタッフ
開催準備2024年４月の開催へ向けて
音楽好きなボランティアを募集します。

Ｍマガジンの表紙アーチスト
地域音楽情報誌の表紙を飾る
クラシック、ジャズなど
ミュージシャンを募集しています。

Motosumiyoshi Music Festival
Executive Committee Staff

9月開催「グローバルセミナー」のお知らせ ※締切り：8月16日（水）
グローバルセミナーはSDGsをベースとした、
多様な価値観や世界の状況、問題を学べるセミナーです。
●1回目「メンタル・スピリチュアルー舞台の世界でー」 講師：神崎順（舞台俳優）
●日時：9月2日（土）14：00～15：30
●2回目「シルクロードにおけるウイグル人の歴史と現在」
   講師：アイヌル・マイマイテレ（ウイグル出身）　
●日時：9月9日（土）14：00～15：30
●参加費：全2回 1,100円（受講確定後、事前に郵便局口座振込）
●定　員：150名（定員を超えた場合は抽選）
●対　象：16歳以上
●会　場：川崎市国際交流センター レセプションルーム
※お申込み、詳細などは川崎市国際交流協会のサイトをご覧ください。

申込みは
こちら↓



神山 曻

　ジャズピアニスト、セロニアス・モン
クの代表的なジャケットデザインと言
えばポール･デイヴィスの肖像画で有
名な「ソロ･モンク」です。デザイナーは
アメリカのデザイン界を変えたといわ
れる「プッシュピン・スタジオ」で活躍し
たイラストレーター、ポール･デイヴィ
スでした。彼の作品は、「ボブ・ディラン
のグレイテスト・ヒット」を購入した時に
付録だったポスターが強烈で、長い間
自室の壁に飾っていました。
　ただ、僕はセロニアス・モンクの「ア

しました。
　「ソロ･モンク」と「アンダーグランド」
のジャケットを見比べると、どちらも個
性豊かで同じアーチストのジャケットと
は思えない表現の違いがあります。
　聞いた話ですが「ソロ･モンク」は、レ
コーディングで約束の時間に遅刻し、
他のミュージシャン達は帰ってしまっ
た。そこで彼は、ソロでレコーディング
をせざるを得なかったようです。それを
聞くとジャケットの肖像画は単発戦闘
機を操縦する飛行士として描かれてい
ることが腑に落ちます。もしこれが写真
だったら陳腐だったと思いますし、「ア
ンダーグランド」がイラストだったら迫
力に欠けると思います。
　アーチストのその時の気持ちや音楽
の中身をイメージして、リスナーになっ
てもらうべきパッケージデザインとし
てデザインはつくづく面白いと思いま
す。ところが最近ではスマホで聴いて
気に入ったら、直接ダウンロード。つま
り、間を受け持つデザインが必要なく
なってしまったようです。寂しいです
ね。そう言えば、イメージはジャケットに
変わってMV（ミュージックビデオ）、動
画になったのでしょうか。それはそれで
面白いと思いますが。

ンダーグランド」のジャケットの方が強
烈な印象を受けました。とにかく写真を
見て驚きました。あのようなリズミカル
で軽やかなピアニストが、第二次世界
大戦中のレジスタンスという出で立ち
になっているのです。恐らくモンクは権
力などに対する抵抗といった反骨精神
が高い方だったんだろうなと。よく見る
と肩からマシンガン、テーブルにはチー
ズとパンに混ざり拳銃や手榴弾がゴロ
ゴロ。ちなみにこのジャケットはグラ
ミー賞最優秀アルバムカバー賞を受賞

団塊じじいのジャケ買い遍歴連載31 レコードジャケット、イラストの力、写真の強さ。

大場アキヒロ東京ローズとゼロ・アワー

▲プッシュピン・スタジオのポール・デイヴィス
によるジャケット・デザイン。
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　因みにコールポーター作曲“Love 
for sale”は1930年代に初演の「ザ・
ニューヨーカーズ」というミュージカル
に使われた一曲です。タイムズスクエ
アの周辺や女性達の延長線上にス
テージがあった様な感じです。パリでは
ムーラン･ルージュが在るモンマルトル
界隈、日本の吉原、京都島原などの醸し
出す背徳感　デカダンス・・そんな感じ
のブロードウェイでした。
　それと背中合わせにビレッジのデカ
ダン、ビートニクそしてソーホーへって
感じですね。
　ミュージカルのメッカに来たので、当
時ロングランしてた「ジーザス・クライ
スト・スーパースター」を見ました。通り
すがりに入りましたが、当日券も買えて
ピークを過ぎてたせいか客もまばらで
悠々みれました。
　ついでにオフ･ブロードウｴイの話も。
　新聞広告で「ニューヨーク・モンス
ターズ・ショー」と云うのを見て、題名も
気になって観に行きました、場所はソー
ホーでロフトを改造したスペースでし
た。８ｍ四方くらいの低い舞台を真ん中
にして観客はその廻りから観るショーで
した。５人くらいの出演者が普段着の恰
好で変哲もない日常生活をパントマイ
ムで演じ、日常の仕草、社会の仕組み等
をユーモアと独特のシニカルさで表現
してました。最高に面白かったです。

　ブロードウェイではポルノ映画の他
にロードショー映画も観ました。スタン
リー・キューブリック監督の「クロック
ワーク･オレンジ」。サウンドが衝撃的で
した。モーグシンセサイザーで“ウイリ
アムテル序曲”、ベートーベンの“第9”
等のサウンド作ってました。シンセサイ
ザーを使った最初の映画だと思いま

考えた事は無かったのですが、来た当
初あつこさんからドア先でナイフを突き
付けられお金を脅取られたとか、ニュー
ヨークは生き馬の目を抜く所だとか聞か
されました。気の毒な話は或る日本人写
真家が強盗に入られ機材とか持ってい
かれ、暫くしてまた同じ強盗が来て持っ
ていかれ暫くして３回目また同じ強盗が
来て採るものなかったので小銭を置い
て行ったという笑ってはいけない話もあ
りました。何れも警察に言っても埒が明
かないので届けてないとの事です。
　前述した危険の類ではない危険と云
う程では無い話ですが。
　ビレッジのあたりでべラフォンテ似の
男性から道を尋ねられ色々探して見つ
からなくて、彼と飲みに行くことになりま
した。（この話、誤解のないように言って
おきますが、僕はゲイではなくストレート
です、あくまでも性的対象として考えた
場合ですが、それとLGBTに全く偏見は
ありません）話は戻って、行ったところが
YMCAで少しおかしいなと思いましたが
僕の異常な好奇心はアブサンをどんど
ん勧められほろ酔い加減、彼は僕に上着
をとってリラックスとか言ってましたがそ
のうち立ち上がって僕の前で舌を出して
腰を振り出してきました。僕は目の前に
あまりにも劇的で稀有な出来事が存在
していると云う意識とべラフォンテが酒
席でどじょうすくいを踊り出した感の可
笑しさが混ざり合ってましたが,さすがに
これはまずいと思いNOと云うとべラ
フォンテ似は僕の首を絞めかかりBe 
quietと言いました。僕は突き放して室を
出エレベーターに乗りました。彼は追い
かけて来てエレベーターに入ってきまし
た、やばいと思いましたが、彼は寂しげに
謝って戻っていきました。 次号につつぐ

す。
　ある時、名前は忘れましたが日本人
アーチストで、彼が音の為に改造した地
下ロフトへ行きました、そこで、改めて
サウンドトラックの“ウイリアムテル序
曲”を聞きました。何が凄いかというと
大音響に雑味が無く超立体的でした。
透明な囲いの中に劇場用のスピーカー
が扇状に４台位ありました。こんな経験
もあってこの映画のサウンドが衝撃的
になったかもしれません。
　ブロードウェイの深夜劇場では、
ちょッと話題になってたメキシコ映画の
エル・トポを観ました、神秘性を背景に
エログロナンセンス（大正時代の流行
語とは異なる）で淡々と情念や激情
を・・・
絵的にパゾリーニ風（単にパゾリーニを
先に知ってたので）だなと感じました
が、たまたま、すぐ後にビレッジで観た
フェリーニの「サテリコン」が。古代ロー
マ時代の退廃の中エログロを淡々
に・・・と　エルトポ風でした。勿論大い
に違うのですが。
　ほかのフェリーニの映画と違う絵柄
でした。（この映画、また見ようと思って
ます）フェリーニがパゾリーニタッチで
仕上げたのですかね？　それで、「エ
ル・トポ」がパゾリーニ風だったと。
　（余談：ＮＹに来る少し前に日本でパ
ゾリーニの「王女メディア」を観ましたが
この映画、サウンド共に僕の中で一番
の一つです。）映画の話はまた追って話
します。
　思い付きで話しを重ねますが、その
頃の42丁目ブロードウェー、タイムズス
クエアは華やかさ、煌びやかさ、毳毳
（けばけば）しさ淫靡さ、そして人の坩
堝。ある種世界のTIME を擁してまし
た。タイムズスクエアの由来でもある
ニューヨークタイムズ社は窓を開けれ
ば幾らでもネタが入ってくる所に位置し
てました。
　５年程前にタイムズスクエアに行き
ましたが巨大な電飾看板は同じように
輝いてましたが以前の雰囲気は無く安
全で健康的で明るい街になってました。
違う退廃の要素も含んでましたが。
　僕はニューヨークは危険な所だとか

 出村 克明
脱線ニューヨーク滞在記

前号からのつづき

　神奈川県を舞台とした映画『Dog 
o f  t h e  Bay』(監督 :神山曻)が、
YouTubeで公開されました。憧れ
だった警察の仕事に就き、花形部署に
も配属された主人公だったが、余計な
一言を口走ってしまう性格が仇となり、
左遷させられてしまう。不貞腐れた
日々を過ごす主人公であったが、ある
事件をきっかけに深い人間模様を学
ぶ。待っていたのは、あまりにも“意外
な結末”だった。
　さて、僕は今回の映画の主役である
「神崎省吾」役を務めさせていただき
ました。初めての役者挑戦となりました
が、雰囲気の良い現場に救われなが
ら、最後まで神崎を全うすることができ
ました。また、この映画の主題歌である
“鏡の街”の歌も任せていただき、スク
リーンデビューが主演と主題歌、という
あまりにも贅沢な舞台となりました。支
えてくださった関係者の皆様をはじ
め、応援してくださっている皆様に、御
礼申し上げます。
　今回の主題歌である“鏡の街”は、遡

強敵Fコード　押さえられないなら省略もアリ！

Dog of the Bay
「くじら座」日記連載83

Course: Addicted to Guitar

永瀬 晋

牧野 憲人

ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School
http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
レッスンは8：00～22：00開始迄、詳細は要連絡

連載63

連載04

ること３年前に、監
督である神山曻氏と
ピアニストである西
郷正昭氏との共同
制作に携わらせてい
ただいた曲です。今
作の映画とは無関
係なところから始
まった曲にもかかわ
らず、蓋を開けてみ
たら、この『Dog of 
the Bay』に絶妙に
合う曲になっていま
した。まるでこの映
画のために生まれて
きたかのような、そし
て、この瞬間のため
に‘敢えて’３年間の時間をかけてきた
かのような、そんな深みを感じさせる楽
曲となっています。
　演技と音楽は違うものですが、表現
という括りでは、同じように人間性が見
て取れるものです。僕も、普段はベラ
ベラと話すタイプではないですが、演

技や音楽を通すと、伝えたいことに素
直になることができます。これが表現
の醍醐味だなと感じます。
　そして、僕のそんな性格を知った上
で、今回の映画を制作した監督である
としたら、そう考えるとどこまでも深い
作品であると感じてやみません。

全国のミュージシャン、そして音楽活動に関わる人をネットワークしたい。演奏の場
を創り、ライブと楽曲の発信活動を後押しが目的です。元住吉から世界に向けて配
信しています。登録アーチスト募集中！！ 演奏者の方々で「モットンクラブ」から配信
希望の演奏動画を募集しています。（近郊で企画、運営可能なスタッフも募集中）

　いつもお世話になっております｡今
月は久々にギター始めたばかりの方
への攻略コラムをお送りしていきたい
と思います｡今回の攻略相手は強敵
「Fコード」です！　ギターを弾いたこと
がない方でも「Fコード」は「おさえるの
が難しい」「Fコードがおさえられなくて
挫折しました…」など経験者の話でよ
く聞く内容だと思います　しかしこの
初心者を挫折させる「Fコード」も教則
本どおりにおさえなくてもしっかり代
用できる形があるんですよね｡という
わけで早速図をみていきましょう｡通

常の「Fコード」に対しましておさえる場
所を減らしています｡「こんなにおさえ
る場所減らしてしまって大丈夫なの？」
と思われるかもしれませんが、「Fコー
ド」はファ,ラ,ドの構成音
が一音づつ含まれていれ
ば大丈夫なんですよね｡
実際に曲のFの場所で弾
いていただくと全く問題
なく使えると思います｡
(注意点はこの省略型で
すと弾いてよい弦は
2,3,4弦のみ)｡この作戦

は「Ｆコード」以外でも使えますので
色々なコードの構成音をチェックして
みるのも面白いと思います！　という
わけでまた次回！

Solo Monk/Thelonious Monk(1965)

▲写真:ホーン・グリナー・スタジオ、デザイン:
ジョン・バーグ&リチャード・マンテル
Underground/Thelonious Monk(1968)

　太平洋戦争において日本の情報戦
能力はかなり弱体であったことはいろ
いろなところで語られおり、いくつもの
書籍にもなっている。開戦前の日米交
渉において東京からワシントンの日本
大使館宛て極秘暗号電報はほぼアメリ
カ側に解読されていたし、昭和18年、
山本五十六連合艦隊司令長官が南方
前線視察の際、ブーゲンビル島の上空
で撃墜されたのも、その行動計画がア
メリカ側に筒抜けだったからである。前
線の指揮官達はアメリカ側の動きを見
て、暗号が解読されているのではない
かと疑ったが、大本営は「そんなはずは
ない」として一蹴したそうである。
　一方、これも情報戦といえるが、戦況
に好影響とならなかったものの米軍の
兵士に人気があった日本の謀略ラジオ
放送(プロパガンダ放送)があった。昭
和18年3月、軍部の発案でNHKから
連合国軍捕虜の中からラジオ放送の
専門家を使い、連合国軍向けプロパガ
ンダ放送(ラジオ・トウキョウと言われ
た)を開始した。特に人気があった番組
が「ゼロ・アワー」である。このゼロ・ア
ワーは終戦前日(昭和20年8月14日)
まで放送された。音楽と語りを中心に、
アメリカ人捕虜が連合国軍兵士に向け
て呼びかけるというスタイルであった。
またこの番組の女性アナウンサーの存
在が人気となり、彼女の艶かしい声が
前線の兵士の間で評判となり、彼女ら
のことをいつしか「東京ローズ」と呼ぶ
ようになった。米軍兵士の戦意喪失を
意図としたもののその効果は薄かった
が、米軍兵士の間では人気番組とな
り、その後の戦記物の映画等で米軍艦
艇の中で兵士達がゼロ・アワーを聞い
ているシーンが度々存在する。女性ア
ナウンサーの人気とともに米軍兵士の
間では、「東京ローズは誰？」との謎解
きが話題となっていった。大戦中にまこ
としやかに語られた話として、東京ロー
ズは女性飛行家のアメリア・イヤハー

トである、との噂まであった。イヤハート
はアメリカの女性飛行家で、昭和12年
に赤道上世界一周単独飛行に挑戦す
るが、同年7月に南太平洋において行
方不明となった。当時アメリカ海軍と日
本海軍により大規模な捜索が行われた
が、結局機体の残骸や遺体は発見され
なかった。後にイヤハートは日本軍に捕
まり、日本に連れてこられ、東京ローズ
にされたとの話も一時期信じられた。
　昭和20年8月15日に終戦を迎え、8
月30日、マッカーサーが厚木飛行場に
降り立った。この時、アメリカから同行
した新聞記者がいたが、到着後に彼ら
が真っ先に目指したのは東京のNHK
であった。彼らは東京ローズを探しだ
すことが目的であったのだ。東京ロー
ズと言われた女性アナウンサーは1人
ではなく、当時女性アナウンサーは複
数いたが「自分は東京ローズである」と
語ったのはアイバ・戸栗・ダキノさん
だった。アイバさんのその後の運命に
ついては、いろいろなところで語られ
ているので、皆さんで参照していただ
きたい。
　前置きが長くなってしまったが、戦時
中これほどに米軍兵士の人気を得た
ゼロ・アワーは、その放送の一部がレ
コード化されている(写真①②)。アメリ
カ側で放送を受信したものを録音し、
レコード化したものである。戦況ニュー
スや米軍兵士捕虜からの手紙の紹介、
そして音楽等で構成されている。レ
コードを聴いてみると、当時はスイング
時代であるのでアメリカのスイング系
のビッグバンド、ダンスバンドのレコー
ドがかかるのだが、演奏が放送時期(昭
和18～20年)に比べると若干古く、
1930年代中期～後半の演奏が多い
ように聴こえる。たぶん日米の交易が
普通に行われていた頃に日本に入って
きたレコードをかけていたのではない
かと思われる。ゼロ・アワー放送時の最
新のヒット曲のレコードはすでに日本に

は入ってこなかったのだろうと想像さ
れる。ちなみにジャケット写真の女性は
本物の東京ローズではない。1946年
にアメリカで制作された映画「Tokyo 
R o s e」で東京ローズ役を演じた
Lotus Longという女優。終戦の翌年
に東京ローズを題材にした映画が制作
されるなど、アメリカでは相当に興味の
対象であったことが窺える。
　本レコードはレコード倶楽部でかけ
るようなものでもないので、紙面で紹
介させていただいた。

　連載「そして音楽の旅は続く」執筆の
星乃けいさんは「日本の女性ジャズ歌
手として最高の水準にある星乃けい
… 」 と故・岩浪洋三氏にも絶賛を博し
ているジャズシンガーです。その星乃
さんとは井田小学校の前にあったレン
タルスペース「イダカフェ」で出会った。
大きなガラス窓、板張りの内装、高い吹
き抜け天井にはファンが廻り、調光電
球など素晴らしく落ち着ける空間で
あった。そのレンタルスペース「Jazz
Caffe」として音友会で借用しレコード
コンサートを、また週1回金曜の夜は
オーナー提案で「お酒で息抜き」をと、
JAZZのレコードとライブ演奏が聴け

る「Cool Down.J」として手伝いをし
ていたが立ち退きで閉店になった。「イ
ダカフェ」の最終のライブイベントにス
イングジャーナル誌の「ジャズディスク
大賞・ボーカル賞」に2年連続ノミネー
トである「星乃けいライブ」を開催。筆
者も“いそしぎ、五つの銅貨のテーマ”
をリクエスト。最後に素晴らしい想い出
の時間を星乃けいさんに作って貰っ
た。その後、元住吉駅前に移転し「音友
ハウス」のライブに星乃さんに来て貰
え“枯葉”をセッション。また二次会にも
お付き合いをして貰え音友会の女性陣
とボサノバの話で盛り上り、音友会も5
周年を迎え「どなたか著名な方にもＭ

マガジンの執筆をお願いできないか
な」と、気さくな星乃さんに打診、有りが
たいことに快く引き受けて貰えた。なの
でＭマガジンでしかこの連載は読めな
い。星乃けいさんにはＭマガジンを盛り
上げて貰いとても感謝に堪えません。
また星乃さんとの懇談中に「元住吉
ミュージック・フェス」の音楽監督・伊津
野忠里さんのビッグバンドでも歌ったと
の事、音楽の世界は狭いなと感じた。こ
れからの「音楽の旅は続く」もＭマガジ
ン読者とオーディオファンも絶賛のＣ
Ｄ、ＬＰを一緒に聴きながら楽しみに拝
読したいと思います。

自慢の連載は「星乃けい」！！ 塚田 親一連載-Take 23

特別寄稿

▲①Tokyo Rose(表面)

▲②Tokyo Rose(裏面)

▲「クロックワーク・オレンジ」アルバム

Conversations　 音友レコード倶楽部･音楽談議　※６月休会

▲『Dog of the Bay』 と『牧野憲人･鏡の街』は YouTubeでご覧になれます。


